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．
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催
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．
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．
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齢
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．
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膚
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．
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、
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濟
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鮪
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区

壕
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ゐ
、

っ
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ー、

診
つ

素
穫

を

募
俸
的
爪

洗
う
κ

厄
、

難゚
く

と

ー

捍
擦
の

な

亭
ψ
り

と

殍
わ

外

乃
φ
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乃
る．
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簍
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糘
し

胸

　

さ

す
迅

ぱ
、

イ
ψ

循

呆
渇，

宕

ず
全

俸
ヴ

肪
4

九

劉
労
萵．

箍

漢
借
μ

哲
漏
す

る
ミ

匕
．

炉

関
ら

ψ

乙

ぢ

ろ
，

イ
し

て、

稼
κ

戸

劉

見
当
η

診．
炉
、

箸
勉
で

16
房
島
仄

獲
あ

κ

簗
し

碍
ゐ

も

カ

Σ

t

て
、

留
托
5
迅

や

φ

で

必
ゐ

．

バ
、

く

遜

ら
18
，

、

・

ψ

痃
κ
，

直
ち
κ

準
演
診゚
z
だ
嘱
酔

廷
し

翅
ぞ
炉
く

で

あ・
る

．

そ

琳

巧。

津
κ

κ．

種
漢
踏
い

と

媛
宀
し

爭
・

↓
の

で
、

月

下
の

我
々

と

ー

て

ぽ
、

そ

の

確
折
屯

妙

ラ

得
な
p

毛
の

り

介
征

す
う

ず

融
穫
が
．

ガ

の

猛

度
陛

し

わ
h

あ

ゐ
炉

ら

で

あ

る．

こ

淋
μ

沸
す

る
と

こ

ろ’
碕
．

’

殻
脈
、

禁
拷
力

求
め

方
御

粁
κ

あ

ゐ
．

像
玄

す
必

ば、

こ

琳

而
、

我
々

の

々

〃

幣
裳
手
霞
φ

蜂
φ

聞

題
σ

φ

で

あ、
る．

亨、

．

・

，

丶

休

至
轟
げ．

ぞ

迅

は

業

寿
民

縛“
次
ξ

湛

ろ

体
φ

φ

の

ゴ

ー3
ぢ

4

な

ろ
。

旗
つ

て．

雰
蘇
渇

ず
16
、

々

琳

15
戸

旦
、

像
着
依

曾
の
レ

φ

て

毛
、

な

弁

停
炭
の

ル
リ

と

し

て

柳
の
ダ
、

ゐ

毫

得
ゲ
p
ミ

ご
．

炉

あ’

ろ

η

で

乃
ろ．

斯’
く

豸
ゐ
ゐ

と．

庵

若
づ

垢
倉、

そ
り

護
詒
18、

杉

り

广

劉
系
当
を

乏
K

下

廻
る

銛
阿
術
鉄

唇冖
す

る

毛

の

払

颪
玄

れ

る
ミ

と
に

砺

る
．

　

さ

イ、

当

面
の

封
家
負

る
ー

イ
L

−

・

 
ハ

L

量
字

却
φ

考

読
拷
φ

概
観
κ

以

上

の

如
く

で

乃

る
，

そ
・

・

で
、

以
下
屹

崎
，

々

η

中
の
、

’

死、

非

矮
露
政

る，

概

扉
彡
ナ

蔑
揚

号
哲
皀

姻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヂ

み

ぞ
ん

す
訴
び

よ

p
こ

と

κ

な

ク
う．

々

蝋

髦，

峯
垢
で

好．

そ

の

内
答
よ

ラ
し

て、

緒
諭
的
κ
，

風

類
ハ

匡

ケ
し

て

考
力

よ

う
／

と

黒
う’

。

ぬ
即

ち
ノ 、

　

　

ω
敬
渚
呂

厨
す
ゐ

争

9

　

　

ω

裂
諺
↓

義
拷
φ

も

φ

　

　

ω
和
的
κ

圄
定
せ

る
ψ

り・

　

　

ω

疑
周
ゆ

わ

φ

φ

圓

で

あ
や．

ミ

迅

18．

葎
前
な

診
K

＃
ρ

で

萵
．

ケ

ψ

黎

仏

淳
勠
鮒
で

あ
や

4
タ
i

私
κ、

々

ヴ

泳
蕉
μ

銘
ラ

看

φ

1
や

含

♂

遡

々

ガ
．

黎
附

7
枠
組
と

L
て

μ
、

蛎
く

収
ψ

痔
る

と

帰
”

7
翼

る

ウ

φ

で

乃
う

．

イ

む

イ．

イ
64

ψ

砂
ω
ω
が
、

雪

ζ

κ

云

）

幾
諺
で

あ

る，

ω

∬，

鑿
い

と

ゆ
κ

レ

ヲ
罵

多

例
て

疹
フ

ぢ
．

い

与
，

イ
φ

確
証
パ

月
f
痔
ウ
瓢

ず、

望
食．

護
鰺
z
し

イ

」

Ψ、

ぐ

凸
例
を

妙・
ラ
な

P
も

φ

で

乃
ろ

φ

で、

暫
ら・
く，

斯
《

’

頬
と

L
て

家
詳
9

咳
κ

4
μ

P

で

♪
〈

↓
φ

で

あ

ゐ
．

書
の

所
趨
餌

σ
K

柊
つ

て
、

1

％、

非
鑑

震
諺
い

と

竪
わ

過

比

↓
め

り

中
の

導

頂
諺
9 、

本

考
κ

釦

げ

ゐ

比

孝．
舮

零
る

弧
で

あ
ゐ．

・
、

φ

ミ

と

ぼ

亨
改
の
て

云
・
フ
彳

で

も

7
い
．

軟
く

ー

て
．

望
κ

、

・

・

φ

を

頚
ψ

夜
κ

則
・

て
，

そ
σ

具
搾
翔

も

桑
翩
イ
る

ミ

乞

と
亠

1
る
．
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ま

ず、

砂
κ

18．

当
貢
φ

と
・、

ろ

で
、

　
　

 

拝
梯
　
θ
芽〃
約

↓
ケ

羝

の

前
填

−

拝
」

可

擶
L

〆

乃

る
．

〜

胚
15
．

彼
亠

f
ψ，

漠
診
訶

鼻
μ

率
ポ

雇
、

峯
義
ザ

ら

雖
雇
−

て
．

　
　
κ

什

頚
−

受
人

贈
物
ム

倣
詞

　
　

獲
−

探
援
瘡
ん

撤
詞

　
　

等
ー

称
人

幻

敬
詞

　
伽

等
鯢
・

笋

孥

σ

如
4

尺
、

−

敬
詞
」

と

L
て

の

觚

嫁
を

π
す
ゐ

も
の

で

乃
ろ

，

郷

φ

ム
で

羯
、

ζ

訊
15
．

尢
々
、

甚
κ
訂

嵐

7
ゐ

彪
霧
力

の

あ・
ろ

宇
ゴ

β
ゐ．

ゲ
、

・
・

と
．

敬
謗
μ

閲
ー

く

屠
、

々

遜

け

域
が

画
で

郎
、

玄

武

独

瓦
κ

、

拡
夫
的

κ

侠
用
ご

轟

や

κ

ず
砂

壷
φ

f
β
る

ド

故
κ
、

績
果
と

し

て
、

紘

秀
φ

痔
外
μ

蘇

ず
る
ミ

と

〆

生
ぴ

得
る．

〜

訴

雌

当

鉄
獰
芝「
ご

胚

ゐ

と

ミ

ろ’
で

あ

る
．

つ

窟

，、

ぞ

れ

”
、

原
埋

的
呂

嬬
．

歩
来’
の

て

教

詞
」

4，

く

ち
ら
に

♪

ゲ
る

κ
剤
ぞ
4
で

あ

る
．

と

4
琳

，

κ
．

断

菰・
茅

、

’

々．

々

遜．
い

擁
渓
揚

ゴ

乃

る
や

否
や

髦

驚
賦

闇
∵

，

膚

肇
蔦

有

く

猛

ゐ・

圦
ギ

あ

看
．

く

・
、

κ
、

和
用

渉
つ

｛
φ

φ

蓊
イ

ゐ

因
．

炉

あ

ゐ
・
・

と

K4

ろ

）宛

　

焚
僻
．

本
右
豚

μ
、

・

・

り

”

字
昼

お
p

て
，

々

翼
を

前
須
と

す

る

鰺
13
，

既
κ

傍
机

蜜
フ
バ

装
軌
ゴ

誕

イ

ρ

ゐ
．

々

温

ら

鰄

全
で

仮
ム

鮒
ギ

あ

ゐ，

々
の

姥

34

噛
ψ

の

牢
κ
、

・

、

の

0
＠
び

煽
妊

し

く

ρ

ろ

φ

で

乃
ろ

。

彳

し

て
、

〜

迅

κ

は
．

　

　
0
封
衝
詞
ハ

朋
嵐

却
）

　

　
 
約

皐
飼
（

同
。

但
レ

ー

芽
約
L

μ

つ

・

て。

．

等
恢

 

　

　
　

　

　
　

窰

μ
べ

そ

遜

外

紘
く．
）

な

ゐ

諺
瓠
肇

輝

ず
ゐ．

彳
愉，

暫
の

ろ

鐸
邦

射
く

し

て

も
、

ー

9

場
含
嬬
，

イ
φ

雰．

乃

至
．

使
酊
の

吻
衝
13、

、

激
詞
」

の

峯
饗

工．

幻．
ず
と

明
ら

炉

で

乃

ウ
．

“
，

噛

麹

副
＾
．

♪

阿

侯

諺

ん
久

従
力．
娜

（

ム

風

考
鍖

彦

梯
丈
挙
・

診
学

簗
）

、

ξ
め

．

ー

詞
」

辞
拓
φ

ノ

声
博
、

1

插．

書
簡
郁
諺
x

日
ゴ

遜

ゐ

場
の

齢

属

す
る

・、

と

K
璽

る
．

々
の

位

栃
ヴ

診
と

L

て

も
，

之

訴
15

杉

つ

炉
4K

解
5
迅

ゐ

仄

笈
う
13

ぢ

い
，

々

ポ
傾
，

．

敬
切
L

、

事
簡
觚

諺
と

嬉
、

拳

亥

土

朿
を

’

例

す
る

も
の

で

あ・
る

ω

ら
尺

外
な

ら

ぢ
い

い

ら

で

あ’
ゐ。

ぢ

お
、

ζ

迅

は

来
κ

按
−

て

鱈

鈎

ラ
鈎

げ

湛
ガ

壷
，

斯
い

ろ

類

り

敬
溘
鉾

闘
す
ゐ

諺
K

讎
、

出
外

ψ
、

頚
麩

4

用
広

．
炉

乃

ク
フ

と

ば
、

ナ

ケ
外

想
蕉
ヴ、

淋

ゐ

と
・

・

ろ
ガ

乃
々．

ま
丘
、

ケ
リ

ィ

拝
」

．

努
L

ガ

げ

で

毛．

牽
七
τ

4
捗
κ
，

饗
だ
イ

の

4
蹂
誇
だ．

揮
七

ガ

出
て

来
る

で

β

う
ラ
と

右

辱
わ

“

ろ．

々
し

て
、

理
蒲
的
κ

13、

そ

φ

方
“

写
ろ

姦
φ

如
く

イ

φ

で

巧
々．

　
・

ー
、

f ．

序゚
で

を

以
て

、

牽
李

ぞ

丞
扱
の

露
国
9
碕
歩
頚
κ

つ

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
5
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の

イ
．

〆

般
的
κ

云
・

て

ゲ
ぢ

φ

げ
、

々
φ

童
、

壑
馨
不

て

峯

傷
の

衷

琳
フ

も

0
タ

φ

含
乃

て
、

多
く
、

牽
書

2
潅
朔

な

引
く

り

ゅ

13
．

f13

フ、

芝

す、
炉

κ

水
揮

毳
翼
冢
麺
φ

千
φ

で

乃
を

そ

〜
医

∬．

｛

ミ

で

4
浜
希
と

瓦

す
る

ウ

の

も、

殆
〃

ど

以

録
ぞ

迅

て
い

ろ
．

偵
レ
，

瞥
κ

袤
朋

矛

を
ヴ

す
・
・

と

も
誓

く．

唯
イ

9

憐
φ

宇
衝
φ

鑒
で

鋒
ブ
イ

p

ゐ

φ

で
、

今

直
ち

信
何
り

参

考
と

わ
ぢ

フ

得
ウ
い

η

で

珍
ろ．

因
・

て
、

舞
委
丈
山

ゴ
．

々

φ

好
任

鱈

無

昧
探
ぞ
ル

の

で
だ

あ

フ

焦
い

ら
‘
、

嵯
々

遜．
詫

げ

で

あ

つ

て
．

条
癇
の

如

ぐ
に

18
．

ず

τ
て

列
皀

弱
ぐ

σ

い

右
の

と

し

て

留
望
る．

々
φ

舐
民
，

メ

下
で

傅
．

’

々

φ

そ
の

指
菰
∬

場
す
ゐ

ミ

と

と・
す
る。

才

亢．

朽

豚

次

ぐ

の

18
、

管
妬
で

け、

女

朋
本

節

用

集
で

乃
る
ド
．

こ

れ

と

て

も

鍔
で

巧
ウ

，

し

い

レ．

唯
一

例

（

，

雄
称
」

）

”

援
厨
す

る

値

殖
を

賃
−

て

P

ゐ
（

な
免
）

、

マ
て
・

、

、

鶏
例

焦

出

 
で

遷
ゲ
て

ぞ
’

 

　

　

蘚
瀕
確
申

攣
羨
瞬
坊雪

参
循
缶
笏

遅
弦
守
劉
当

臓
抔

　

　

拶
付
七

馨

髫
薯

約
 
々

　
（

喬
峯
勇
，

釜
動
2

　

　
・

ア
・

ガ

）

　

　

箸
族
九

閻

邸

葦
　
　
（

閉
衡
俘
床
・

ユ

万
94

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

　

於
ぢ

瀏
侮

亭
狂

　
（

を

題

篥
・

藤
原

遷
像
・

夏
日

即

琶

潔
κ
，

ω
隊

彩
る

．

之

れ

に
．

哲
朔
島

簗
承
諺
η

例
と

し

て

毎、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

6

綻

ず
芳
及
2
派

冶

と
・
・

ろ

夙

尢
来
の

勿

謗’
1

裂
諺
を
、

1

方

で

青
覚
し

て

成
フ

此

↓

リ

ヒ
あ

ゐ
．

本

耆
κ

16
．

々

迅
が

次
ρ

鋼

4

尺

修
す
着

．

例
ゐ

ガ
、

　

 
幼

月

　
イ
ヴ

シ

チ
　
人

葬

で

多
ろ

．

〜

れ

μ
、

伍

ラ

K

訓
銚
す
遜

ガ
、

．

イ
ト

ケ

ナ

于

匕

し

と

ケ

ろ

う

レ
、

々
り

秀
μ

明
葺

で

あ

る．

ー

淑
ド
、

牽
委
ぐ、

「

鍵
」

−

．

功

偽
毒

嵩
接
フ

重
駅
て

夏
ミ

ク

語
の

我
ガ

国
ぐ

φ

例
13

蘇
死

す
冶．

々

脈
逵

砿

ゼ

ガ
、

霧
丈

瘠

k
、

　
　
麻

歩
規

丿

早
劃
先

郵

祖
ぐ

殻
孤

捗
笠

　〔
蔆
琢

夙
，

　
　
充
拏
ム

伝
至
妙
祖
ξ

寿
子
士
五

封
戸
昇
暫

葬
罸
勅
）

　
　

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
ジ

　
　
皆
演

β

重
子
出

菰
；

ケ
蓄
年
丞
担
ム

効
　
广

江

庫
衡
・

窶

　
　
　
　
　ヒ
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

コ
ニ

　
　
珂

秀

藷
文
）

と

多
ろ

如
く

で

あ
ゐ．

そ
t
く
、

ミ

那
讎

才

丘

玩
文

矜
の／
ガ
“

右

旡「
ゐ

々
レ
、

疹
堪
住
生

伝、

傷
野
小

修
生

広

穿
外

灯
，

　
　
切
觚

盤

蒙

莠
声
ぐ

〔

沙
門

所

じ

等
σ

拶
ぞ
出

｛

素
ゐ

（

4
負、

沙
河
舞
瘰
）

。

　
し
炉

レ
．

ミ

迅
κ

15
、

’

ム
ψ

疑
客
劾
レ

と

嵯

レ

姐
い

颪
が

あ

ろ。

々

承

だ、

阿
下

、

偶
々
・

、

の

譜
φ

彼
ム

の

例
屯

知
ら

∬

O

げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
く

淑

ガ

ル，

断
い

ろ

餮
成
ー

修
飾
諺
＋

搾
玄
ー

り

弔
め

15．

容
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易
κ

あ
，

得
る

砂
で

あ

ゐ

の

で
、

更
豚

視
野
セ

玄
ゲ
て

求
か
迅．
婚、

こ

誕

15

或
い

13

ー
・
・

ρ

ウ

消
ヵ

云

ろ
φ

で

κ

鷹

の

炉

と

厚
わ

誕

あ

い

与
で

あ

ゐ．

ミ

迅

κ

頚
す
る

ミ

払

崎
．

綮
15

出
κ

る

存
す
ろ

φ

で
あ

フ、

〜
躯
副
，

4
藻
拷
鋳
定
φ

た

め
φ

薮
米

鶏
z
な

ろ

の

で
〃

η
ろ
ゲ
．

今
崎

．

岬

咳
見
φ

獅
袖

国゚
肖

リ

ケ

で

云

涛・
す
ろ

κ

め．

脂
州r

4

な

る
豚

王
ろ

4
で

あ

乃．

　
と

ミ

ろ

で
．

ぐ

れ
κ

廾
L

て
、

　
　

 

彦
　
け

ヶ

キ

ヨ

　
ん

湧

群

k

厄
，

零
ず
阿
題
掴

4P

ギ

珍
ろ

う
。

ミ

〃

訓
擁
15
ケ

ラ
首
で

ウ

な

く
、

ー

ヲ
仁

丿
ヰ
〃

」

f

乃

る．

ヤ

ψ

例
，

　
　

養
少

〃
弘

灯

勤

薮
＋

タ
度
．
（

法

叢
畆
）

　
　

嫁
今

餐
彦
御

物

墨

冷
脇
后
診

・

み

宴
々

（

明
衡

疹
氷

　
　

・

争

月
4

　
　

蕃
之
機
今
頁

出
仕

盟

篤
月

籌
不

罅
　

（

劣

跖
。

震

　
　
山
μ

’
・

♂
・

3
）

　
・
・

琳
仔
、

出
μ

ル

穆
々

と
所
処’

ピ
ヲ
い

毛
り

で

あ

る
．

夙
様
K

ー

て
，

　
　

＠
島

森

ハ

ク

テ

イ

禾
却
外

月
ケ

t
、

ー
柔

κ

所
旛
箸
し

わ

得
ろ．

こ

淑

酪
、

．

セ

ぐ

リ

ク

レ

カ

至

．

セ
4

リ

キ

タ
〃

」

φ

券
認
諺
で

乃
々

，

こ

〃

借
厄
、

亘

珞

國
諸

毒
輿
κ

も

鰲
弓

承
イ
e

σ

P

ハ

序
で
μ

云

力 ．
15，

前
り

 
跡

亘

も
々

ζ

κ

15

搾
ら

れ

イ
P7

い

）
。

　
ゲ
、

症
の

炉
3
丶

例
琶

見

ゑ

　
　

参
院

凌
朋
行
夕
鬚
々

夢

朔
日

劉
ゐ

阿

毘
葬

量

周

章

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ノ

　
　

　

　
　

ニ

　
　

ゐ
廾
毎

値

　
（

勤
搾

麺
・

弘
キ
ヲ
・

ノ
・

浬

）

　
　

　

　

レ

　

窰
夜

　
　

く

ミ

に

16

　
　

 

鑵
人

揖
好

鍛
詞

パ

あ

う
．

丿
ン

リ

ナ

ジ
〃

 
気

ミ
〃

墜
摺

．

或

躍
ー

訓
玩
と

け

，

ム
で

毎

引
鄭
炉

フ．
炉

拶
ろ

げ

迅
ガ

｛

i
、

ー

ナ

ソ

ズ

」

渉

ρ

）

脅
の

芳．
炉

重
び

昜
い

ギ

ウ

魏
迅

蟹
い

。

ゴ

す
迅

げ
、

く

れ
β
、

ー

ゾ

ン

リ

ナ

ン

パ

L

と

仔

ゐ
．

彳

ー

て
．

ミ

れ
F1511

詞
」

な

乃

諺
拓
r
付
f

迅
イ

ρ

る
．

々

迅

匹

路
誕

雇
、

ミ

〃

扮
ラ

位
相

ー5．

前
妬
φ

如
く
，

鯛
ら
い

で

乃
る

．

ド
、

’

方、

々

り

指

尓
K

絢
％
し

な
く

と

看
、

ミ

れ

だ
、

籌、

頻
用
ゴ

琳
政

循
の

如

く

で

乃
々．

学
面
と

し

て

ば

オ

穴、

．

傍
鋒
」

っ

身
雌
」

と

宛
字

ご

迅

ゐ

ミ

と
、

炉

β
る

。

　
　

鎚
履

孝
あ

祉
人

汐

姦
釧

（

小

杉

邦
・

水
炸

ー
2

〃
）

　
　
定
痴
傍
鑓
欣
　
（

小

佰

払
・

替
幼

亭
・

聞
♂
・

〃
）

　
　

　

ニ

　

　

　

　

　　

　
　

髣
雌
撤
ム

候

　
（

厨
寮

層
・

延
文
ノ
・

ノ
・

23
）

　
イ

し

イ
，

3
穴

笈
面
で

16
、

多

書
の

該
弼

15．

例
カ
ガ．

ミ

の

諺
ド ．

饗
朔
の

，

翌
飼
」

μ

採
ら
誕

て

u

乃
こ

と
外

徴
ー

く

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ク
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以

イ
，

々

望
盃

7
か
レ

く

赦
幻

る

右
の

と

ぢ

ク

て

p

る

ψ
ギ
乃

ろ．
　

享

て、

号

く

f
、

〆

寸
彡
彩
玄

裏
尿

す
ゐ

ル

の

κ
，

　

　

 
彦
地

　
ハ

ク
・

ケ

　
キ
ハ

謬
州
μ

分

ボ

あ

る。

ミ

脈

ー6．

擁

霧
と

し

て

15
、

「

朋
々

島

々

亨

ろ

様
」

（

可

塞
」

μ

助

字
）

の

意
で

あ

ク
、

客

穴．

’

換
κ
、

　

　

朔
乎
釘

牙
故

　
伽

．

初
勧
月

枩
　
身
壇

暫
后
觸
L

勉
李
ヨ

　

　

黹
（

藻
謗

詞
央
）

と

鄭

々

る
の

ガ

あ・
る．

々

訴

屯
、

．

暫
く
、

つ

ρ

！

寸
L

φ

重
砂

「

あ・
い

ラ
5
ま

」

K

蕗
訂

す
ゐ

φ

び
．

靼
用
広
窪

ウ

の

哲
以

で

多

ろ．

つ

言

，、

ζ

μ

13．

明
臼
ぢ

落
払

，

炉

り

イ

カ
0

鷺
が
，

同

ゼ

者
静’
で
あ

る
と

こ

う
’

♪
出

f
疲

噛
の

7
φ

ぐ

乃

ゐ
，

更
K

云

ゐ

ば
、

杉

ψ

霧
詞
堤
η

て

乎
質

身
故
」

z
、

こ

ろ

り

η

．

つ

の

！

寸
」

「

い

り

ぞ
め
」

と

傭
、

ノ

忽
的

叢
匕
ー

て
，

ま
ー

て

豬

毳
な

う
も
の

で

μ

ぢ
p

ド
，

々

那

琶
、

李
耆
φ

444

候
，

．

時

矧
ヶ
」

と

し

て

朔
薙
K

魂
定
ー

て

し

言
う

と．

惹
早、

ミ

遜

15，

鐘
去

砂

と

13．

株
它

ケ
フ

次

も
の

と
仔

ら

ヂ

ろ

肇

碍
π

い

の

で
乃

ゐ
．

看

η

−

崎
釧゚
分
L

砂

っ

ア

ガ

彳

サ

マ

」

の

賀
眈
諺
マ、

く

誕

侈，

乃
る．

・

・

の

鋤
切

消
毎
何
，

星
の

如

く
、

ん囓

義
沙・
い

ら，

本

箸
色
柔

姦
捗’
へ

と，

劇
俸
諺
乞

島「
ゐ

だ

げ

で

｛

窺
い

初

琳

ゐ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宕

卯

ラ
、

　

　

暫

シ

バ

ヲ

ク

ガ

リ
ゾ

メ

　
ァ
ガ

ラ

ザ

で

　

　

β

塩
　
ア

ガ

ヲ

サ

マ

　
〜
・
ケ
ソ
〃

ソ

　
（

ル

我
汐
）

　

　
臼

班下

廨
胛

閑
　
が
イ

尓

　

ブ

ガ

ヲ

サ

マ

　
（

歩
あ
τ

4

イ

φ

所
例
偏
．

既
K

擢
々

と

出
ゴ

必
イ

O

る
φ

ゴ、

・

…
で

16、

’

ク

だ

げ
の

見
本
を

糸
す
K

蟹
め
ゐ
．

　

　

務
怱
妬
ム

又

参
入

　
（

図
身

麺
・

冨
弘
6
・

亭
27
）

　

と

〜

ゐ
・

で，

葬
な
こ

と

κ
，

　

　

 ，
引
誕
耀

イ

ソ
ゾ

ヅ

　
塩
却，
凶

曾

分

卵
、

彼
土

“

例
壱

猛
仔
PO

で
乃
る

．

因
っ

て
、

芳・
刃

て

み

ろ

κ．

・

・

迅

〜

で
く

．

匕

キ

ヰ
〃

」

0
を
誘
診
に

値
な
ウ

 

い

・
・

と

バ

知
淑

ゐ．

彼
あ

で

ば
、

々

め

奏
で

13，

、

率
」

の

み

ギ

乃

ゐ

ψ ．
か

’

忽
亨

砂

で

あ
ゐ．

斯
く

イ
．

こ

琳
厚
・

こ・

κ

収

言
ろ

こ

と

に

7

ろ．
　

ミ

の

饕
13、

修
工

的
κ

云

ゐ

ガ，

々

φ

前
頑

可

引
L18

、

　

　

列
彦

年

叢
（

蕁
鎧
4

と

あ

ろ
伽

く、

虜

体、

．

穿
LO

難
石

↓

哲

す
力

放
κ
，

〜

誕
15

即

ち
佑
柴
的
μ

μ、

河

義
診
乃

至一
類

教
彦
を
”

耋
μ

し

丘

4
の

と

7
ろ

の

で

乃
る．

飾゚
ρ

乃

｛
φ

と

し

て

ψ

準
瀦

淡
諺
で

あ・
ゐ．

々

‘

て
．

イ
の

家
記
K15

．

3
旋
、

．

引
卒
」

φ

ケ
4
見
ゐ

わ
．
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膚
程、

広

韻
拠

路
・

フ

て

μ、

「

座
「

レ

と
−

率
」

と

雌．
別
物

と

レ

て

靉
ツ

訊
く

い

ろ。

分
〃

六

妙
低

々

遜

を

引
ザ
．

μ．

彑
φ

炉
く

で

乃
ろ．

　

　
ム

至
含

ユ

率
ハ

　

　
ム

饗
含
2

＼

欝
拿

穿
−

精
渓
会
ノ

／

盗
？

し

炉

し

亨

寧
ブ
．

佐
堤
蘇
丈
毘
，

で
は
、

芽
ず

る
。

従
っ

で
．

そ
の

素
記
〃

解
う

f16

と

7
っ

イ

も、

イ

胚

何

厘

ず
し

も

我
が

国
η

み

η
こ

と

で
13
な

い

の

で

乃
乃

。

画
〃

K
．

を
塀

抄
で

仔
，

「

匕

キ
ヰ

〃

」

∬

．

卑
し

字
η

万
ρ

訓
候

髫

フ

て

p

う
が、

々

η

外
の

訓
で

16．

ミ

ぞ
ノ

字

の

亘

劉
13

栓
し

い

と

認
の
ら

琳

ろ．

　
々

罫

16
と

毛
炉

く
．

・

・

φ

−

引

拏
L

仔

ゐ

字
面
厚．

く

ろ

ウ
f

13．

夙
く
．

記
箔
κ

歩
る．

御
ち
、

　

　
尓

鏨
人

参
瘢

来

是
以

蔓
府
宿
祢
命
引

穿

為
獲
之

堤
殖

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

レ

　

ρ

”

　

　
爾

傍
循
所

茎
（

痴

梓
拓
）

　

　
未

歪

刻
浮
八

腹
圧

壕
　
（

推
古

拓
」

　

　
　

　

ニ

　
　

　
　
　
　
　

　ゴ

等
η

炉
4

候
．

里
匹 ．

常

陸
瓜
ム

拓
〆

毛
．

碁
網
Z

循
也
頼
乞

府
乞

用
乞
仔
七

於

乞
冬

仁

説
丈
嫁
人

佑

豸
沢
券

穿

寿
七

亮
ち

　
　

　

　
　

　

　
・

・

の

掴
重
例
4
跳
K

　
　

　

　
　

　

　
、

「

率
」

．
い

−

卒
」

　

　
引
浮
徒
衆

　

　
　
ジ

　
　
　
　
　
　　

と

乃

る．

々

訊

κ
・
、

ミ

で
嫉，

ミ

遜
の

訶
項
菰
項
望
入

誕

換
釦

旋

「

牢
引
」

7
わ

拶
ψ

仔

す
ゐ．

彳
し

て
，

々

迅
を

承
げ

て
、

萱
異

記
f
だ
．

　

　
引
律
炒

鍔

　
牟
刷
訪

漸

と

い
・
，

％
ぐ
、

同
r

霧
の

巍
ド
、

’

再
σ
ら

ず

霧
す
ゐ

の

で

乃

ゐ，

・

あ
以

酢
で

13
、

．

引
率
」

φ

例
13．

甚
だ
あ

ク

ふ
温

丘

も

の

と

な
ク

ィ
、

そ
脈
．

炉

ケ
亘

い

至゚
な

φ
で

乃
ゐ．

し

か

レ
、

山

髭
φ

ヤ
ず

序「
η

−

超
4

」

引
レ

．
の

ケ冖
直，

脛
彳

乃
／

繆
知
の
擢
狂
起

便

で

あ・
つ

て
、

や

が

て

κ

寿
却
り

破
で
K
浦
ゐ

云

ろ

豆
幺

嬉
る

が

炉
く

で

あ

汐
．

そ
め

−

卑
引
」

の

例
窘

圧
砕

13

列

マ
潔

く．

　

　

薨
政

芦
，

、

占

舟
従
中

納
ず
ロ

，・，

請
卯
餌

穿

次

被

讐

　

　

南
沸

申
文

炉

覧

象
協
讐

二

克
卿
参

液
謬

タ

　

　
（

彑
授

拓

ル
私
仁

ー
・

〃

・

23
）

　

　
秀

繁
彡

考

明
亘

ム

耄’
穿
制

豪
玩

簧々
鍍
卿

　

　
（

中

杉

記
・

系

永
3
・

2
・

ヶ
）

　

さ
て
、

以

山

妊
、

払
κ

厨

例
を

得
た

4
の

奴

脈
つ

イ

島
．

へ

女

の

で

乃
る
鯉
．

峯
ギ
k
毎

な

μ

く
φ

渓

サ
κ
、

イ
の

ゑ
葎
例
を

疼
κ

知
÷
7
い

も
の

で、

塀
卩

嬬

阿
頚
砂

影
の

ザ

と

疑
わ
誕

ゐ

ψ
φ

〆、

儲

杉

彳

残
ワ

て

O

ゐ

φ
で

乃

る
。

府

迅

ラ
ー3、

次
0

如

ミ
ル

の

で

あ・

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

9
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鏨
　
ハ

ン

ン

ヤ

ク

　
人

葬
停
人

詞

　

　

 
塀
譜

亠

　
ハ

・
ワ

諭

ソ

　
蜥
朋

ガ価
銘
可

　

　

＠
放
距

ム

　
ハ

ヴ

ザ

　

妊
祕
炉

蛎
町

　

　

＠
イ
小

仕

ハ

ソ

／
へ

ん

傭

詐

　

侮
胚

4
訓
説
し

イ

彦
の

承
ポ

る

｛
の

で

あ

る，

別
ー

イ
．
．

 

脈

娼

「

ー
詞
」

な

ろ

諄
拓
．

炉

乃
る

。

厨
つ

て
、

仮
ク
κ

、

く

ミ

K

属
ゴ

し

の
イ

躍

く

こ

と

κ

す
る
の

で

あ．
ゐ．

　

唯
，

（

）

κ

だ
、

Z

那
劣

℃

く

の

画’
り

μ

工

ρ
・
フ

訓
刃
で

、

ー

ハ

ナ

手
ヅ

ー

xL7

ゐ

勃

詞
〃

并

列

諺
と

耀
す
べ

彡
、

い
。

或
け

甘
，

イ

の

前
の

 
（

ガ

タ

パ

テ
’（

ず
ズ

）

と

珂
宇

頼
で

釧
ん

f
、

ー

ザ゚

ラ「

ハ

ナ

ヅ

」

？
易
場
宕．

−

坐

 
、

左
」

）

と

｛
σ

レ

痔
ゐ
炉 ．

と

P

♪

周
題
弟

κ
着
し

て

Ω

ゐ

甲

κ

払
κ

厚

好
わ

迅

ろ
。

々

吻

「

貶
麟
し

夙

”

女
う

7
い

と

ー

イ

姻

彡
’

　

次
κ、

々

〃

ω

と
し

て

佑
ワ

詫

も
η

16

だ
、

々

乏
手

仔、

屠

学

欝
味
乃

至
伍

祖
φ

面
で
の

鰭
聞
顧
樗

髦

言
ん

で

P

ゐ

ψ

例
ハ

漑
狂
し

イ

い

る
．

彳

ー

イ
．

々

承

か

丶
φ

面
呂

％
p

て
、

イ

迅
、

炉

物
的
な

の

で

あ．
る

。

以

下、

前
節
＾

俶
つ

て
，

そ

迅

を

例
示

、

薄

証
L
て

み

る．

　

ず

ず
、

　
　

 

堪
称

イ

ヴ

ソ

ヲ
ワ

人

絎
評

外

ク

卩

て
．

ミ

μ
妊
．

本
痛
で

封
豪
と

す
る

毛

4
力

牢
で

偏．

ζ

誕
〃

ぴ
休

解
フ

て
、

猿
り

片
孑

穎
κ，

，

勝
害
（

ぢ

）

L

、

惹
勝

教
」

と
P

ラ

蕉
註
拓
力

塘
ご
脈

る
↓

の

σ

の

f
あ

ろ
（

世

疹

字

摎
、

ダ
明
牽

鉐
可

集，

虜
捕
下

篥
、

寿
室

節
厨
六

全

等
）

．

々

淋

尺

律
ポ

ぱ
、

・

、

の

謗
κ、

−
｛
鍖
」

、
炉

．

凶

ブ
ル

L

−

凶

グ
〆

タ

リ
」

で

あ

う
、

「

弥
」

パ

『

称
xL

ー

ホ
メ

タ

タ
ブ

Lf

乃
ろ

　
　

　

　
　

　

　ロ
　

　ヤ
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　コ
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

む

と

ー

ろ．
よ

り
ー

て

厳
フ
立
フ

汽
｛

φ

て

乃
7

〃

κ

相

慮
塚

い

そ

・

・

で
、

彳

の

当
初
の

毒
下

で
κ
、

、

雌
卜

弥
癶

」

−

離
ナ

リ
ト

称
凶

」

、

或
い

15
、

雄
」

を

募
象
ル
詞
と

採
琳

ぱ、

．

雄
ヲ

弥
ス

L

彳

炉

ぞ

の

鷺
味
で

用
口

ら

誕
・
π

φ

艇．

之

琳

13

疏
を

弦
す
冶

ミ

と

区

な
ゐ

．

　

と
く

ろ

（

拷
レ

、

ミ

り

参
識
毛

肯
定
す

る

と

亨

外

ば、

々

侃

18
．

姪
嫁
い

培
f18
、

」
努
幕
ピ

と

客

ろ
κ

ザ
の

む

の

で

あ

。々

そ

‘

て
、

々

れ
の

方
で
ら

げ。

現
k

、

拓
潔
誇
と

し

て

停
狂

す
ゐ

，

渓
齢
詞
堤
依

依
遜
ガ
、

々

の

．

楚
」

15．

、

称

覇
」

、

称
値
」

と

異
で

乃

フ、

蚤
好．

女
字

琢
う

κ
、

，

以

物

称
艷
於
人

匸 、

つ

蜜
，

、

龍

朔
髦

喟
・
刃

る
ミ

と

で

乃
る

，

ぐ

く

炉

今．

糞
侭

18
、
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抽

象
的
匹
、

弊
と

守

る

こ

と
．

絡
ゆ

叙
と

な

ゐ
こ

z
の

養
N

と

な

ゐ．

−

称
鍖
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．
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催
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叉
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携
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／
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萌
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＠
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．
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塵
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茅
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．
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右

弼

　

　
　

　

　
　

　
メ

　
　
　
　
リ
　
　
コ
あ
　
　
　
　ロ
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　　

　

　
・

旅
赱
742

・

ユ
・

〃
）

　

そ
L
て
。

タ
罧
麺
κ

κ
、

局
r
亨
桝
〆

封
し

て
，

可

弥
雌
L

，

離
称

 
角
賓
t
用
口

る

x

リ

〜

を
、

炉

珍
る
カ

で

乃
る，

〜

遜

16
、

ミ

く

蜜
で

の

瘻
痴
琶．
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損
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・
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，

　

　
・

’
」

斯
4
レ

て、

く

琳

が
、

前
Z
φ

如
4
に
，

｛

攣
ず

類
区

う．

す
ぐ

淑

魚

ろ

の

教
で

以

｛

国

定
す
ゐ

φ
で

乃
る。

な

躍
、

瓦

渉
厨
揚
夫

奨
外
18
．

彡

葉
と

，

海
菟
跖
乞

φ

例
を

引
い

く
P

る．

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
13
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さ
イ
，

鋳
く

、

牽
来

、

−

弊

列、
式
」

休

非
グ
る

｛
の

κ

る
、

「

封
換
レ

”

炉
的

匹

威
弘
す
る

。

々

ζ

で
、

そ
の

，

冠
探
」

の

観
ム

よ

づ，

沈

κ
、

控
紘

漢
諺
（

と

辱
和

轟

重

ψ

の
4

を

踏
乃
〃
κ
，

イ

訴
μ

−・
，

既
κ．

 

列
浮
ー

潔
4ー

〆

乃
つ

π．

ー

炉

レ
、

ぐ

れ

13
．

原

簽
凾
，
の

臻
奮

俸
つ

イ

い

ゐ
。

ミ

訴

外

封
し
．

実

け

阿

蕩
下
に

乃
ゐ

と

觜
力

ら

承

乃

〃

κ．

祝

の

邯

素
 

穿

鑿
ぞ

碁

ゐ
ミ

乞

な

∠

し

て
、

窒
κ

，

ぞ

の

虞
用

状
況
だ

げ

ゼ
凱

荊

調
拓
鎌
諺
り
〆

と

こ

必

｛

来
索

ψ

の

κ．

　

　

＠
引
拔

イ
ノ

キ

ブ

文

重
抑
教

葬
ケ

な

ろ

箔．
い

乃
ゐ

の

で

巧
る．

ミ

μ

13．
・

・

の

彦
万
像
頑・
〃

字
厨
（

−

級
」

）

、

承
，

ひ。

々

り

髴厂・
η

和
的

用

法
κ

拡

夢
4

琳

そ

う

で

15

乃

ろ
〆、

凝
拐
す
ろ

κ
，

何
φ

甥
わ

航

射
乙

し

て．

斯
炉

る

諺
砂

出
塩
ず
ろ

μ

ず
・

μ

7
い

の

で

乃

ゐ．

　
々
・

・

で

芳
力

ら

訴

々

の

は．

ミ

琳
18，

尢，

．

放
引
レ

φ

封
換

ゼ

う
も

η
で
13

な

P

ψ
、

と

e
°
フ

く

と

で

乃
る

。

　
々

逝

な

ラ
ば．

券
列
式
で
乃

フ
（

菰

噸・
−

み
引
乞
ノ

、

ぱ
ム

の

揚
で

乃

冶．

々

琳

を
．

漢
診

饗
休

”

云

う
，

　

　

源

引
ー

提
菰
ん

才
ル

煮

と．

を
痴

、

為

の

歩

哲
曙
、

々
の

前’

馨
の

ノ

望
す
ワ

や
ヲ，

広
く
、

滋
〃

占

ゲ
ろ
、

と

P

ラ

原゚

豢
船
ワ

で

乃
ろ

．

ミ

琳

を

裂

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
停

す
琳

ぱ
．

，

引
淑
し

と

仔

プ．

々
し

て
、

々

〆
15、

前
晃
φ

孫
埋

よ

う

し

て
、

前
φ

γ

画
教
譴
で

乃
る

哇
す
で

乃
ゐ．

〜

の

方
｛、

箍
承
窃
侭

乃

る

（

動
弦

彦
糧
葬

　
’

秀

鰲
放
ー

疎

尚
ゆ
詩
）

．

　
ミ

琳

幺
我．
が

国
で

π，

色
司

今
ん

亨
い

削
ρ

て．

し

炉

ゆ
．

−

承

」

2
〆

痴
歎

字

鬚
以
い

例

翡
区

す

を
と

毛

乃
つ

魎

坂
玄
し

霞

4
“
．

く

の

、

引
払
」

な
の

で

乃
ウ

う
L
好

わ
訴

々
．

　

ミ
の

宇
面
13

，

出
《

献
で

、

牽
耆
り

如

く

ッ

引
級
』

ψ

芳
雇

蓼

イ

）
で

乃
ゐ

げ

迅

ガ

｛、

ず

た
’

労

で
傾
．

．

列
汲
」

も

用
P

ら

琳

ゐ

り．
い

実
楕
で

の・
ろ
、

沫
L

て
、

〆

κ

画
定
13L

て

P

亨
い

φ

で

巧

る
．

　
z
し

イ
、

〜

迅

κ
、

茄
16，

彼
ム

い

ら

η

諺
で

あ
ろ．
．

炉
、

牽

痛
φ

魂
定
で

讎、

前
言
ψ

炉

く
．

何
ら
炉

り

衝
で

和

縛

f

乃
ゐ

σ

ウ
げ
，

々

訴

β

疹

承
謗
ヱ

ず
々．
炉

故
κ
、

ζ

瀬
4
、

ζ

ミ

で

蘇
フ

扱・
フ

φ

で

乃

．々

即
疹，

々
の

．

引
孤
L

〃

芳
で

16．

蓬
φ

厨

学
衝
μ

ダ

P

イ

々

ラ
で

乃
る

レ
，

才
復
，

々
の

承
払
の

仔
脈

τ

乃

ろ

う

匕

や
、

叢
御
休

μ

い

イ

ー6
、

炉

4
ラ

牽
来
ザ
・
ラ

け

紲
遇。

転
r

工
ゐ

晒

ら
で

乃

互

　
〜

の

蠹
諺
z
‘

て

η

指
禰
β，

斎
木
〆

導
氏
（

扇

学
院

雄
鋳

κ
・

ユ

4

κ

亦
η

て

な

ゴ

照
イ

ρ

ゑ
い

暫
・

で

あ
る．

し

ガ

レ
、

々

遜

め

ゲ

で

何．

・

・

φ

諺
力

払
毎

挫
厄

＋

有

休

ば

拡

握
歩

素
σ

“．
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・

・

〜

κ

至
迅

ば
、

κ

琳
18

落
尺

．

弧
引
」

x．
対
砿

約
K
勝
妙

ゐ

母

季
め

乃
ろ

こ

と

讎，

教
芋
匂
明
で

乃

ラ
フ

．

凶
フ

て
，

々

の

方
セ

誉
例

す
る

，

　

　
従
回

位

下

肇
評
朝
圧

轟
タ

…

」
伊

蕪
ゐ

班’

参

蒙
剄

　

　
（

厨

本

猿
緬
・

六

阿

今
・

劇
ヱ
・

ガ
）

　

　

遂
野
彙
圭

年

，，，

眞
圭

系

穫

薄
仁

語
痔
慯
ス

董
ナ

タ

　

　

鏨
汲

一

引

　
（

廴
傍
索
鍾
・

仁

寿「

2
・

2
，

84

　

　
　
レ

　

　

我
子

孫
嘴

亡

捌
認
袴

　
（

ヰ
朝
支

縛
・

％
疹

多
ー

諷
禰

　

　
女
）

　

そ
し

て
、

同
ん

外

堺
ろ

丙

鼡
ψ

例
．
」
窄

朝
擁
攵
幹
κ

卸
げ

る

江

六

蔚
卿

．

　

　
（

煙
屯

与
力

ら

必

て

作
詩
4

掴
行
塚

亥
玖
占

薦
躯
引
ゐ

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
9

　
　
　
　’
　

　
　
　

　

3

　

　

弟

霧
年

多

　

　

所
岬
教
王

ゐ

引
紙

　
侍
描
旋

耄
討
ゐ

鎚

所
朔

聟
之

f
生

　

　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゴ

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
レ

　

　
付

讐

蕁
ゐ

タ
　
ハ

冉
六

彦

家
独

ゐ
鐸
〆

ロ

4

　

　
　
　

　
　
　

　

　
の

　

　

チ

　

な

鐸
，

・

あ
．

外
』

．
炉

単
な

る

箝
肇
と

7
フ

て
、

蓁
的
κ

画

コ
引

し

の

穿
κ

暫

ゐ

腸
宕
も

戸

ワ
，

参
着
z
し

て

歩
ー

イ

μ

く
。

　

　
〔

庸
島
）

蓊
引

亟

列
繁

軣
重
得
翠
メ
　パ
オ

朝
蹄

　

　
仙

伝
・

付
）

　

す
免．

放
の

寥
詞
κ

醤
、

−

列
浪
」

の

衫
で
・

・

訴

が

採
ら

迅、

雑
筆
（

控

系
4

鰆
庄
侭

幡
、

．

引
歩

同

ゲ
キ
（

磯
4

ナ

ワ
」

Σ

乃

ろ
こ

と

を
付尸
ケ
4

ず’
る．

　

と

ミ

ろ

で．

形、
式
工
、

難
炉

ろ

封

換
拷
炉

と

蜉
し

2
ウ
η

に，

　
　

＠

瀕
宣r
　
ワ

セ

／

　

雑
挿

、
炉
ハ
乃

ゐ・．
　

こ
M

恥

だ
．

　
灯「
よ
擢

一
倒
繕曜
火’
轟
門

前
ぢ
k
−

Ψ

穆
捧

ら・
一

れ

で・
い

7
い

歩

御

で

あ

ゐ
，

々
の

ム
で．

尸

住、

ζ

之

κ

掲
ゲ

わ

め

で

あ
ろ

ド
、
．

螂

じ

と

ー

く

μ、

げ

，

r

ウ
、

揺

漢
諸

「

宣
蹟
レ

と

翼
ψ

如

4

な

0

で

あ

ろ．

イ
リ

挽
嵯．

．

望
μ
」

等
り

揚
倉
と

厨
r
く
、

洩

漏

−

彡
〃
、

毛
’
グ

λ

で

あ’
う、

彳
別
式
φ

謄
f

乃
ろ

．

従
フ

て
、

く

淋

を

討
換
す
ろ
・・

と

峨

＋

ケ
に

あ

，

碍
ろ

訳
で

乃
ろ．

々

迅

些

漣

僅
炉

κ

ミ

ち

ら

で

痔
宛

堪
’

φ

例
姻 ．

荊
穣
κ

唳
嫁
百

鍾
分

幺

残「

す
匕

μ

肄
ウ、

催
ム

9
本

来
の

−

萱
循
」

κ

種
あ

て

諾
似
ぜ

ゐ

丈

脈
彳

κ

乃
る．

そ

ラ
P

♪

’

ラ

な

と

ー

ろ
い

ラ、

〜

れ

き

石

の

如

4K

刈
び

」

う

と

ず・
ろ
φ
“

て

あ’
る

．

　
々
ρ

例
を
云

釦

げ
、

そ

訴

ば、

募

範
麺
（

殊
あ

ユ
・

’
・

〃
）

の
．

　
　

蔵
人

肇

表

衝
尉

蛮
光

庠
籍

箔
劉
物

ゴ

乃

る
．

ミ

の

痢
κ

15

脱

疹
評
有．
炉

乃
う
蘇
に

、

ケ
’

つ

〜

淋
15

孝
徃
它
欠
く

，

げ

〆

ガ

癒、

々
琳

13
、

仮
ム

o

生
の

御

2
望

下

超
侭

｛
τ

畴．

」

，
劉
宏
z
棋
ぜ

ら・
湛

う

り
で

μ

窄

炉

ろ

う
ガ

．

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

庁
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詐
ら

、

　

　
承

莚
庭

μ

糞
二

律
敬

菱
尹

6
童
寡
ヨ

塾
火

　

　

翻
卿

坐

房
卒
毓

タ

年
七

オ

〈

　
（

籌
・

列
伝

　

隼
砂

阿

承
天
4

双
p

は

歪

詫
、

　

　
諺
荊
涯

櫨

潤

猶
宗
雀

蹄
（

看
薯

，

鋲
証
％
2
劉
霧
）

　

瘡
し

然
う

と

す
承

ぱ
、

ミ

迅
厄

ミ

〜

 
フ

努
3
碍
る

る
0
と

ち

る
．

々

訴

雌
，

彼
エ

つ

．

酒
望．

」

μ

木
％
で

雌

巧

ゐ
ド

，

．

賞
垢

L

η

対

換
η

禦
判
と

し

て

讎．

原
埋
的
κ

威
チ

立
フ

毛

φ．
で

乃

る
い

ウ
κ

妙

4
ワ

ぢ

い
。

0
ぽ

々

ラ
P

ー

も
め

で
あ

ゐ．

7
μ、

看
厄

蔦
，

厚

ケ

乞

ン

」

で

ψ
δ

い
．

蹴
κ
，

丈
明
峯
節
阿
柔
で
β．

々
の

如

4
κ

磨

つ

て

P

る
．

　
・

・

胚
κ

望
互
て

云

ゐ

ば、

　

　
 

存
辱

リ

ク

雑
靜

ド 、

防
フ

ヤ

ラ

f、

実
讎

擁
蔑
諺
扱

末
だ

棲
ム
L

な
い

ゆ

で

乃

を

垣

本
画

諺
火

舞
野
κ

亀

所

銭
が

ガ

い
．

ミ

琳

痔
，

云
）

3
で

も
な

・

．

諦
劉

濁
ギ

あ

り
，

そ

ラ

封
復
η

劉
く

σ

ザ
ラ

循
f
乃

．々

し

ガ

ろ

κ
，

・
茄
〃

可

辱
夢
」

L
炉

彼
去

り

も
の

で

15
管
見
呂

ハ

ブ

て

来
な

“
．

例
ゐ

ば．

同

様
つ

も

o

で
、

−

知
噴
」

ー2
、

「

嗜
娼
」

と

ψ
討
疾
す
ゐ

の

κ
．

ず
庭

，

本

安
の

同

篇
κ

巧
る

、

憧
彳
レ

ー6

．

呼
症
」

で

々

停
す
ろ

φ

κ．

で

巧
冶

（

〜

の

所

字
σ

ず

党

，

擢

」

と
−

胡
」

と

κ

も

な

る
4

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

り

　
ぞ
ミ

で
、

く

遜
も
・
こ
、

で

藷
し

イ

”
φ

7
げ

れ

膩

ぢ

ウ

猛

い

こ

η

借
16．

我，
い

厨
f
庭

骸

払
す
る．

　

　

蔘
勇

尿

釜
莠
衣

廊

　
（

牽

朝
擁
文
薪

−

明

衡
鯛
左

　

　
ー

圭
彡

麿
耳

篠
風
坊

朔

厨

賦

蔦
調
穏

多
）

　

　
輸
杯

葺
尢
鈴
空

弄

専
辱
宮

ケ
是
朔

諏

　
（

な

題
碕
纂
・

脹

　

　
凍
茂
明
ー

鼕
来
貞

禅
斎
即

孑
）

　
右
の

ク

孚

哲
κ

出
る

や
ヲ

κ

13、

益
々
，

々
ψ

拷
渓
診
ガ

φ

疑

い

匿

僅
蕾
ゐ

砂

で

昂
ゐ

げ

迅

ガ

や．

今
は

病
云
レ

得
な
い

で

疹
ろ。

　
こ

滋
、

炉

断
く

ラ

如

く

匹

仔

ろ
o
芯．

或
い

ば

〆

面
で．

そ

φ

字

拶
が
，

前
煩
像

項
，

ノ

死．

甚
π

扮
与
わ

レ

い

カ

κ

碁
く

の

炉

る

知
ポ

ケ

い
．

圃

　
次
け．

〜

遜

15
’

κ

用
享
外

闇
わ

冶

む
φ

で

あ

る

が
、

　
　

＠

因
准

イ
ン

凶

ヰ

ン

雄
群

μ

つ

い

で

埼
べ

る
．

々
の

厨

字
の

衝
で

ば．

既
K
．

＠
引
級

め

．

扱
」

．
炉

あ

ワ

穴

ゲ
、

今
讎、

ぐ

の

後

項
−

湛
し

φ

厠
題
で

乃
る

。
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そ
ー

イ
、

〜

迅

κ

18
亨

貢，

用
宏
冤
或
劉
綯
が

乃

ウ
．

　

〜
φ

請
φ

歩
彦

13．

夜
ム

0
．

暑
」

κ

努

ゐ．

〜

承

16
歩

来，

広
く
、

−

彡

リ

メ

グ

〃

」

−

彡

リ

ン

タ

ガ

ブ

」

と

裂
』

遜

刷
バ

如

募
で

診

わ、
炉 、

特
κ

斐
的

κ

κ
．

．

守
順

習
裄

森
」

（

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

チ

　
　
　
　ゴ

漢
猪
詞
瑳
）

L
い

）

露
ψ

循
で

乃
ろ

．

我
が

労
で

16．

イ

訴

”
。

．

囿

殖

蓼
」

砂

拶
で

厨
知
φ

ψ

ψ

で

あ
ク、

ぽ

幺．

明
膨
朔
K

屠
、

可

国

鑽
冢
し

∬

わ

脅
頻
ψ

脅
｛

採
つ

旋

拡
ψ

諺
で

乃

ゐ
。

　
・

・

の

−

因

所
し

に
．

莎

撲
函

 
で
、

査
耒
用
い

ら

淑

冶
K

震
ラ

雌

望

い

ψ
で

あ

ゐ

げ

誤

ガ

多，

イ
の

歩

義
の

労
の

−

彡

リ

ン

タ
ガ

ブ

L

の

中
、

則
ー

て
，

先
例
等
に

序
拠
・

湛
桝

ず
々

瑚
含
（

灰
つ

て
の

〃
、

早
ギ

銅
齢

ら

水

募
κ
、

徐
須
K

．

諺
L

耄

委
く

よ

う

展

亨

つ

イ
，

々
訴
、

炉
、

叭

後
。

廚゚
定
的

κ

な

ゐ
κ

至
ゐ

0
で

乃
る．

斯
4
し

て
，

月
下
の

，

国

旗
」

μ

威
フ

弘
フ．

　

御
ら、

ζ

躯
18
．

多
来
η

非
剥

 
φ

諺
の 、

盾
、

蕊
κ

饗
し

て
、

々

の

用

宇
の

戸

却
髦

家
「

を

↓
4
κ

な

ゐ．

そ

ψ

酋
以

雌、

々
の

舮

2
ψ

ダ

脈
で

ぼ．

化
れ
．

．

灌
し

、

．

湛
郷
」

等
力

拶、
炉

管
遞
で

あ

昆
κ

砂
κ
，

汽

承
K
引
炉

迅
イ、

−

画

 
．

准
」

と

壱
嶄
利
す
ろ

ミ

と

κ

な
つ

夜

も

の

小
z
界
わ

淋

る
．

或
P

雌．

量
イ

な

あ▼
ー

プ

ル

レ

塩・
剃‘
争
「
塾

ハ

ぱ一
」

イ．

　
「

彡

リ
ダ

〃

レ

カ

誘
W

κ

レ

衆
い
．

z

ウ
〆

労

で

ー6

落
力

殍
乃
．

い 、

し

炉

レ
．

く
の

諸
刀

剛
筝

法
噸

更
的
κ

祕
”

ろ
4
ら

ば、

く

迅
μ

ユ

嬬

な
く

し

イ
。

Ψ

16
ラ

ユ
舸
看
の

炉
4
κ

婿
す
乃

矛．
炉

．

事
実
匹

則
し

て

い

乃
の

で
乃
る．

　

ぐ
イ

、

・

・

η

可

因

溝
L

讎
，

．

因
旗
先
例
L

，

廚

彦
痔
例
し

の

如

ぞ
1

グ

の

型
で

以
イ

屬
定

す
ゐ．

々
し

て
．

右
く

15

斯
ガ

ろ

表

魂
彩
式
亶

第
κ

採
ろ
φ

讎．

宏

叉

塔
の

螟
で

乃

る
，

厨
フ

て
、

々

れ

噛

核
す
る

ミ

と

κ

依
ワ

て
、

・

、

の

未
拓
η

国
定
刀

崎

期，
い

明
ラ

ゲ

ヒ

な

る

峨
す
で

乃
々．

　

ず
ず

、

六

国
丈
〆
ぱ
、

・

・

誕
だ

見
力

な

い ．

全
て、

阿
r
丈

藤

下
で

う
、

−

国

菰
」

の

ケ
で

あ

ゐ．

つ

才

フ、

例
ぜ

ぱ
、

　

　

因
殖
厘
案

圏

殖
脚

例

　
画

鏃
順

募

　
画
殖
故
実

房

殖
旧

　

　

糖

副
側
先
例

矧
先
魂

ψ

如
く

で

多
ろ．

　

そ

こ

で
、

頚
豪
彡

バ

佑
κ

水
っ

て
．

査
暫
疳
κ

タ
げ

ろ

乃

フ

労
噛

ろ
ゐ

κ、

々

訴

13

ぢ

の

知
4

κ

1

発
ご
訴

ゐ
．

　

　

弘

仁
箝
…

凶

所

　

　

眞
観
袙
ー

画
殖
・

因

盈
膚
鼡

　

　

參
夢
函
灌

　

歎
く

、

ζ

遜

痔

誠
κ

驀
亨

婆
な

彡
す
る
。

即
彡、

弘
伊

拾
候

181

国

湛
」

な
ζ
，

馨
袗
f82

っ

国
殯
』

．
炉

消
カ

ウ．

々

し

イ、

そ
の

ケ

迅

績，
い

麁
粉
と

な

ゐ

ク
て

珍
ゐ．

〜

訴
κ

拆
つ

て

〜

淑

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〃
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を

雛
μ

ば、

．

厨

雇
」

〆

寉
瑚

す
る

の

μ、

未

凡
九
弦

拓

後
半
φ

時
ゑ
f
乃
ラ

，

そ

煎
．

炉

圍
定
す
乃
ヵ

ぼ
、

歪

ず
＋

竺

％
琳

碑
と

判

ぜ

ウ

迅

う
め

f
あ

る
、

延

壱
好

、

ミ

外
」

）

珍
5
冶
）

．

　

看
の

早
P

芳
の

例
と

し

イ

ー6
、

「

因
湛
μ

例
」

ゲ，

承
和

〃
、

3
・

芯

「
、

ミ

隼
4

φ

宦
持
K

見
力

ろ．

イ

の

後
で

讎
，

−

凶
毒

レ
〃

髫
」

、

弄
衡

ぞ
〃

・

，

畢
、

芽
）

、

−

瀏
件

符
」

（

乗

観
」
・

♂
’

幻

　
、

こ

年
4

等
々

と

レ

て
、

順
次
垢
わ

轟

イ

く

ゑ

々

し

イ
，

々

め

如

〜
捗

扉
楓

庄

む
公

卿
画
で

κ
、

々

込
い

習
覆
と

し

イ

梁
か

石
今
、 、

費
戚
で

も

衆

遜

が

当
前
ク

如

く

K
し

て

出
る

K

重
ろ
っ

で

乃

る
．

　

　

是
等
名

例

疹

羅
御
浪
放

　
（

儿

房
・

天
層
4
．

’
．

ヶ
）

　

ぢ

η

こ

と

屠
．

乎
柴
重
丈

、

鎌

釜
支

等
μ

右
．

毎
擶．

亘
劇

し

得
ろ
へ

前
靖
匹、

．

引
毒
」

な

ゐ

宛
字
ゲ

1

つ

乃
る

）
．

斎

研

文
搾
岼

見
力
る

｛
カ

で

Φ、

例
外
で

15
な

い
．

　

斯
4
し

て
、

こ

訴

妊
．

緒
釘
、

『

因

坦

窃
例
」

型
の

専
厨
診
と

し

て
、

こ

ラ
ワ

ギ
疋

看
t

て

い

る
｛

の

と
云

ゐ

う
め

f
乃

る
。

　

ヤ

彦

柘
从

段
で

μ．

〜

躯

11

頻
用
ユ

琳

々

φ

で
、

そ

例
例
拶

赦

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ノ

なコ
も

早
改

め

て

云

わ

な
い

ミ

と

κ

す
る

2
ぞ

例
パ

ナ
候
．

か

二
方
の

．

因

傍
」

の

ケ
の

本
未
納

σ

用

宏
ラ

例、
琶
1

ワ
．

参
考
と

し

イ

付
ー

て

巽

く
．

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

侶

　
　

克
飾
氷

舮’

未
儲
瓠
頚

此

煮
列

祖一

少

3
囮

塩’

（

本

研

　
　

ダ
響
，

μ

亘
衡
−

渉
入

重
訶
索

鋒
未

圧’
出

家
像

蒡

耄

　
　

彡

ヴ

穿
，

承
）

　
　

　

　が

　

ζ
0
炉

ぞ
φ

和
鮒

用

字
宏
−

哲
非

露
”

へ
φ

諺
髦
渉

豚

鼡

す
訴

ぼ
，

厨

歩
的

藻

薹
（

觚

夫
・

諺

文
”
）

1
κ

酵
．

『

掬、

々

必

K
非

’

る

い

と

挺
幻

ろ

↓
砂

と
し

て．

　
　

 一
優
好

イ
ウ

ン

彡

　
ん

揃
舒
仁

豪
身

　
　

　

慶
蕩

イ
ヴ

タ

ウ

尺

亨
野

が

嬉
す
る

．

　
、

あ
胸
看
の

紫

貿
的
紅

意
味
18．

蔟
頑
侭

孝
ノ。

ぞ
遜

15．

寛

寿
で

巧
う
．

萄
鰹
で

あ、
々

，

荊
璽
13．

々

迅

を

諺
咎

す
ゐ
い

z
郊

わ

迅

る
．

炉
、

イ

ミ

K

好
ダ
’

を

将
つ

イ

未
拷

釦
φ

な

φ

で

乃

ク
う
炉

。

或
い

痔．

宥
井
φ

前

頭
壱

匿

羨
ゐ

彪

κ

し

て

吻
．

々

那

好
，

．

展
」

や
ツ

リ

仔
〜

｛

メ

ー

ソ
を

算
ん

だ

噛

0
外

鬱
『

い。

々

誕

と

菰

う

4

も
、

坦

葎、

っ

壕
」

娼．

前
璽
匹

互
ワ

て
，

々

0

診
全

捧
彪
．

支
肇
垂
，

丁

優
」

い

す

う
も
φ

f
あ

う、

砿

蓉
的

κ

邸
廖

ワ

る

氈
諺
々

望

将
ワ

｛
の

ヤ
あ

る

い

ら
で

あ

る．

々

の

ム
で

傅

ー

・

・

迅

σ

身

痴．

可

激
詞
」

で

修

町

い

、
炉

ー
、

前
4
の
ψ

湯
ケ
κ

い

な

，

此
い

畜
凶

x
汐

ゐ

ろ
，

ぐ

す
琳

ぱ
．

ケ

な
乙

匕

ψ
影

式
払

夙

・

・

ボ

喜．

諭
κ

享
ボ鹽
を

毛
の

と

考

力

る
こ

と

13
撚

奈
7
い

も

例
て
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あ

ろ

ラ

バ
．

イ

め
、

い

屮

ば

準
識

・

撮
で

送

て
、

杉

μ

響
ー

碍
う

り

舮

否
炉 。

な
お

釘

汐
ず

る

κ

醤

一

種
ウ

蹄
齲
歎

盛
ザ
ろ
げ

訴

ガ

毛
、

今
μ

長
谺
μ．

担
量
拶・
η

下
で
、

・

こ
・

μ

〜

ポ

を

広
鍾「
ぜ

し

功

イ

μ

3
た

い

画
〃

匠
．

亭
夢
μ

β
．

濱
政

、

磐
蘇

ご

、

可

ン

ソ

彡

雑
舞
）

傷

ろ

諺．
炉

見
ヵ、

〜

琳

」
攻
、

俶
ム

（

牽
だ
气
ρ

例
を

鮎
な

e

由

沸

σ

ウ

で
あ

る。

ミ

の

胸
填

−

厩
ご

讎
、

　
　
君
玄
所

伽
ん
廊
択
与
曹

爵

伽
蜉
詔
・

蜉
費
・

鄭
火
（

漢
諺

　
　
詞
堤
）

で

乃
冶

故
κ，

々
の

．

辱
郷
レ

φ

気
は

明
臼

て

路
る．

々
ー

イ
、

ミ

の

方

 ．

準
ル
的
匹

駈
破
ゴ

誕

冶
，

　

丿
優
葬
レ

ー3
，

・

・

め

っ

疼
得
」

に
、

場
面
∠

ー

て、

々

淋

ば

即

ち

護
と

L
イ
、

同
ず
ゐ
こ

と

も
あ
ろ。

斯
く

て
、

ミ
め

爾

者、

兵
κ

準
凶
ヒ

解
し

得
ゐ

な
ら

ば、

々

琳
15
々

那

で

疹
着
す
ゐ

あ

で

停

な

炉

乃

う

ザ
．

　
・
・

め

っ

優
鄭
」

φ

例
馗，

沃
t

て

飾
で

ば

な

い
．

　
　

此
房

炉
協
胆

腰
菱
　

（

権
拓
．

客
保
ノ
・

7
，

3
）

　
　
美

気
ゐ

趣
誼

鞍
渉

量
禾

菊
壌
案

嚢
　

、

秀

葉
，

治
承

　
　
ノ
・

1
・

16
）

　
　
乎
顧
病

響
樋

蝿
蒙
底

不

透
優
h
ん

但
弘

努

朝

姦
芦

　

　
多

図
笈

多

是
優
墾
釈

、

本

翅
彜
，

払
苛
あ

，

享
犯

彳

　

　
頭
承
第
不

季
尋
π
緯

釁
第
例

多

孜
）

等
と

乃

や
．

な

鈎，

と

訴
κ．

段
の

蓼
痢
〆

も

入

り、

攀
（

侈
ネ
）

睛

症
外

も

採
ラ

ム

ゲ
ウ

遺
て

P

ゐ．

　
〜

誕
侭

付
し

て
，

・

・

ψ

廛

鬢
の

．

優
蕩
」

侭

16．

酋
躯
暦

ぢ

店

し

m

レ
，

く
の

方
κ

ψ，

前
販
を

．

娼
」

侭

な
力

友
，

更
瘍
L

な

る

診．
い ．
別
κ

ち
ゐ．

赦
κ
。

前
看
〃

觜
ゐ

を

穀

揖
し

て
，

イ
η

っ

銹
」

の

ま
援
φ

下
で

、

〜

遜
18
解
L
得
よ

う

か
。

　

実
16．

〜

の

．

好

瘍
』

μ

声

蓄
κ

15
仔
い

｛

φ
で

あ

を

イ

派

ど
ミ

ろ

炉
，

孤
文

擦
宛
〆

↓
、

阿

奉
凶
措
火

拜
堤
“

知

見
夷
イ

P

な

い

へ

水
舜
窄
・

実．
明
牽
蜥
可
隻
ホ

κ

｛

鴛
い

）

．

げ

迅

ガ

ゆ
，

，

丶

誕

冨，

公
0
．

然
る

べ

3
毛
φ

κ，

’

ク

や

ん

と

汐
レ

ぞ
証
撚
、

炉

乃

る
φ

で

〃
る。

々

遜

を
云

ゐ

げ．

例
ゐ

ガ．

抗
阿

牽

麺
（

血

屠
ヱ

．

4
，

だ
）

κ

　

　
（

．

将
更

孝
」

の

行
専
痞

，

揮
芝
算

卸
し

荷
禽

翻
旦

　

　
炎

籌一
痢
ヶ
鼠

彼

不

簑
幽

z

乃
ブ、

望

た
、

そ
へ

紫
鎌

「

奐
観
3
・

♂
−

21

）

κ
、

　

　
（

炉

勞
煮

押

嘗
〃

竚
圭

画
で

，

分

争
虚
与
」

。

ミ

の

ミ

と

嘗

　

　
覚
メ

率
）

多

藩
霧’

蟹
觜
臓

と

乃
ゐ

“

如
く

で

乃
ろ．

く
φ

出．

寿

孜
官

符
μ

ル
、

−

（

頻
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
19
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猛

剣
渕
」

ψ

拶
で

〃

妓
度
い

の

厨
例．
炉

乃
る

（

疔

衡
’
，

3
，

8
　
同
’
・

17

　
弘
仁
4
−

」
・

20

　

等
4

。

　
ミ

訊
ら

で
β。

イ

η

穿
13．

−

野
寿
」

4
如
4

に

な

ゐ。

何

鷹

．

瘍
」

〆
崎

．

救
椛
」

φ

委
か

あ
フ

（

ル

教
乾
−

ホ

シ

で

で

4
、

ρ
蕩
し

の

彩
で

15
，

イ
誕

パ
。

々

〃

ぼ
し

迄
圧
呂

放
つ

て

置
く
．

換
否

す
淋

げ
、

未
耳
犀

死
ゐ、

々

ラ
レ

イ

置
p

イ

％
逃
す，

虹
犬

な

バ

℃

亥

だ
3
わ

七

イ

置
く

等
の

意
 
坑

緒
果
鮒
μ

ー6
．

ー

勢

」

呂
一

翔

す
る
ミ

と

に

窟

ろ

ω

ラ
で

あ
る

。

　

斯
く．

こ

の
、

毳
L

δ

り．

−

優
瘍
」

壱

推

す
る

．

々
φ

呉

厨

κ
．

前
者
姻
、

既
葺
φ

如
4k

、

っ

君
彭
」

区

μ
定
ざ
淋

る
、

・

　

　

　の
　

　

　

　

　

　

　

と

の

み

て

あ、
ゐ

　
》
、

の

填
下

で

ば．

従
フ

て
，

優
好

．

銹
ー

蜉
娼．

嬉
瘍

と

卩

う

図
式
屯

直
用
し

イ．

閉

題
循
屯

醗
功

々

と

レ

疲

〃
ギ

乃
々

，

　

但
し
．

化
衝

、

ミ

リ

嫁
茄
の

垢
含
外

嫉、

，

遊
殤
」

（

調
劇
瓩

不

務
チ

業
ー

浜
拷
詞
輿
）

の
、

鬢
な

る

委
と

の

う

角
ゐ

細

払

拭
ー

切

迅

で

の

で

残
う゚

々

ー
で

あ

る
．

〆
。

イ

の

戻
砕
的

柔
藤．
炉

卑
噛
ぞ
ヲ

琳
ぢ

い

の

で
，

ケ

ー6
，

ミ

琳
メ

山

戸

炉

何
重
 

伊
挿
ぴ

仔

P
。

　

疼
κ

，

準
渓
抬
で

乃
フ，

し

炉

毛、

惹
扉
山 ．

牽

蕾
の

諺
払
κ

蘇
淑

俘
、

或
偐
掴
釣

肇
の

付
ご

訴

ろ

噛
の

κ
、

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
加

　
　

＠
儚

着

ハ

イ

ゾ

ヴ

圧
方

覇

病
詞

〆

あ

ゐ．

ー

の

諺
μ

、

〜

ラ
ラ

で

夢

兎
外．

々
の

蕘
ウ
の

童

で

↓

を
涛
用
い

ウ

淑

ゐ
げ

μ
ガ

も、

杉
ψ

指
示
外

淀
ゐ．
厄，

特
K

病
気
休

厮
す
乃

司
診
と

暫

ろ
、

φ

で

乃
る．

　

因
み

κ
。

佩
文
韻
府
μ

κ．

ー

イ

彦
瑠
」

の

衫
で
，

後
游
跨
の

、

　
　

乎
生
夢

此

時
　

看
気
ギ
惰
班

髦

揖
ガ

冶

バ，

−

楕
斑
占

だ

我
ぜ

イ
い

な
11

．

　
彳

琳
が
、
．

我
．

炉

で
で

ぽ．

　
　

薯・
耋’
（

厨

窄
援

解

薄
層
〃
，

ア
，

20

）

　
　

荻
箝

拆
以

彦
垢
　
（

弟
占

f
重
文

：
丕

肩
2
・

’
．

ノ

）

　
　

（

杉
峯
）

厠

掌

顰
彎
前

’々

（

法
幸
嫁
％
）

　
　

翻
威

劣

（

歩

朝
支

響
・

μ

孝
7
霧
寺”
嬬

琳

葦
昵

顧

　
　

文
）

の

如
乙

κ
、

葦
彳

殯
す
の

鷺
で

φ
广

畷
絢

厨
広
16、

あ
フ

か

誕
イ

P

る
。

そ
し

イ
，

々
の

げ
4

時
殊
な

例
い
．

差
凸

を
の

該
拓
の

如

ぞ

と

な

ゐ

の

f
乃

る。

ζ

φ
．

病
ψ

循
矯
」

κ．

魂
妊
で

13

糞
り

嫉
“

あ

フ
，

イ
の

倒

広
と

回

全
く

衡
緑
η

｛

の

で

乃
ゐ
。

し

炉

銃

修
て

嬬
，

々

訴

15．

彑

ψ

如

く

で

あ

7

穴

φ
で

乃

る，

削

字
ば

時

k
−

露・
」

と

傷

々

二

と
．

炉

考

る
。

　
　

従
法
年

啓
壷

…

共
按
弥
携

ヶ

豪
鑄
　（

吏
評
工
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記
・

鬼
慶
タ
・

〃
・

”

）

　

　
民
獅

卿
所
孤
正
亘

彦
瑁

・

4

ゆ

所
剛
也

　
、

中
杉

麺
・

斥
チ
ノ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
レ

　

　
・

7
，

β

）

　

　
姫
遊
不

例

事
出

乗
　
…

己

彦
瑠
　

、

矢

笂
鎚

・

杉
チ

ノ
・

チ

　

　
・

”

4

　
な

”．

θ

歩
園
佑
夫

舜
央
κ

！

例
を

引
く

と

ー

ろ

0
彡

乗
（

よ

嬰
ノ
・

’

・

8
）

に

な
、

出
の

衝
哲
κ

｛
，

こ
の

蘇
φ

用

声
 

卑

い

と

い・
フ

ミ

と

吃

擶

痢
し

イ

路
・

丶

　
彦
ζ

乃

で
．

ー

ー

で
〆

フ
、

当
初
16．

沸

続
渓
拷
z

し

イ

担
侭

ゴ

墨

貢

φ

で

乃

ゐ
パ
，

疹
κ

ガ
ラ

ザ
ワ

々
泌

16

者
導

痔
ろ

バ

に

犀

鳬

乃

♂

ク
κ

な
η

穴

診
望

挿
の

．

彳
必

は
．

　

　
。

蕗
堺
　
ジ

エ

キ

　
行

藜
揮
墾
伝

ケ

f
乃
ゐ．

蒻
凶
K

云

力

げ，

〜

れ

μ．

佩
女

韻
府
休

厚

ぢ

e

借

で

巧
る。

し

炉

レ
．

文

風
〃
岬

彦
処
彫
・

ヴ
舘
（

梓
ケ
柔
序

渉
4

κ
、

　

　
齋
メ
行
人

裟
多
伽

蒜
ー

駅．
餌

光

試
皇
帯
ザ

ハ

府
画
襲

隊

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
‘

　．

　

　
於
粛
ケ
曇

台

彼

馨

　

　
　

　

　
　
ノ

ビ

乃
冶
κ

傲

す
訴
げ

，

〜

那

14

蔆
諺
z

秀
ゐ

ザ
る

屯

穉
σ
P

φ

で

乃

ゐ
．

ぜ
み

釘
の

出
豪
啓

素、
κ

知
ら

7
い．

々

ζ

κ

引
4

農

老
7

で
2
μ
．

．

密
μ

ノ
リ

ケ
の

鉱
明
で

乃
う
，

々
必
13
夢

籌

壱

豪
彬

籔
疹

笈

灸
薪
見
力

吻
肝

蓼
・

彦

罫

鉾

厠
し

イ
，

ぢ

醒

何
‘
玄

わ

な

“

醒
。

イ
カ

耆
の

徃
扮
」

フ

棋
ず

K
、

や

ぱ

♪
無
看、
（

3
募
榔
が

あ
ゐ

の

ヤ
乃

乃

ラ．

ζ

ζ

κ

差
ρ

て
、

　
〆

μ
’

14

考

庫
外

入

訴
穿
び

ウ
．

く

遜

を

姉
々
・
フ
匕

す
ろ

φ

で

巧
冶．

　
・

・

の

例
κ

磁
κ

検
歩
L

て

μ
p

宛。

々

訴

13

傾
訴
◎

篏
ダ
牢
の

毛
の

て

あ

々，

画
ワ

て
、

看

誕

15、

支
学
的

耄．

跡

痢
系
瑞
φ

〆

と

月
2

翼

乃
の

で

診

ろ．

之

酒
κ

類
す
ゐ

も
φ

σ
、

煽
ダ
銀
蔚

μ
．

撚
挙，

甥
駅．

蕾−

琴々
と

乃

ゐ．

そ

L
イ
、

4
外

剃
4

動

ぞ
我
が

国
の

爵
ド

雌．

窟

ガ

4
宛
．

牽
艇、

煙
勝，

墾
蘇
等
〃

紫

例
．

炉

乃
々。

斯
坦

ろ

覆
η

界
魂
で，

前
須、
炉

修
飾
諺
z4

ゐ

型
の

諺
13
．

芳
力

必

ガ．

急
々

と

蘇
雍
す
乃

ψ

η

で

の
ゐ．

々
の

一

々

虐

擱

確
す
ゐ
・

と

15
¢
p

イ

診

乃

う．

渉
K
．

ヶ、

々

の

ミ
ミ・

ミ
斗
o

を

肯
定
す

冶

こ

ど

κ

依
づ

て
、

ミ

琳

も

必
く

処

理
ぜ

刃

と

す

彡
で

か

勾

　
　
　
　
　
　

．

　

従
ク

て
．

〜

区
μ、

云

〃

れ

々

如

？
．

蹟
琳
」

（

耳

牽

画
診
火

鉾
堤
4

で

15
庁

い
，

そ

の

例
、

　

　

前
修

ぼ
知

敏

囂
鋼

俵
含
不

寡
傾

痴
風

秋

月

（

歩
朝

谿
鹹

殊

禦
驚
緻

鮮
夙

難
奮

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
忽
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荷
・

按
浜
桝

公
ー

童
陽
房

袴
写

阿

凝
雁

瑠
耿

メ

茄γ

　

　
製
）

　

　
願

奪
ゐ

弗

メ

毳
駅
κ

・

み

風
ダ

ハ

局
・

未

舛

朝
緇

　

　
ー

季
蘇
μ

祖
公

委
）

　

　

　
ニ

　
　

　
　
　
　
　

　
　　

　
亘

牽
暫
妃
久

炉
淋

ば
、

永
孫
タ

年
誓
ケ
κ

右，

生
切

炉
ぞ

嚢

0

来
揚．
炉

が

る
（

戸
K

七

言
捧
蔚
4

．

　

　
赫
風
強
鱒
鬢
劇
裡

痴
月
蓍
殉

盛
躯
獲
　
（

廱
原

賓
舛
−

詩

　

虜
揖
齎
妥
ノ

　
　
　
　
　
　
　
・

　

　
亘
月

誓

厠
風

糞
　
駐
苑
諮

奮
咳

班
　
〔

潔
佐
依
ー

同

題
Ψ

　
杉
尺

膩
嘘
τ
イ

云

力

κ
、

ζ

淋
碧

で
．

導
藻
循「
と

画
ゴ

温
イ

来

声

毛
め

で
、

此
時．

玄

κ

葬
ず
と

釧冖
定
さ
碁

庭
’

ワ

κ、

　

　
。

魄
顕
　
ハ

ン

ト

ウ

　
系

卸

、
炉

考
冶

．

・

・

胚

μ，

牽
痴
で

右
、

’

亘
”

拐
野
κ

綴
”

μ

↓
の

び

φ

で

乃

る、
船
．

小

島
雰

毒
ナ

碕
、

ζ

迅

を

砿
二

η

侮
彦
η

銅
八

と

桷
循
ご

メ

疲

（

舷
蒼

未
・

画
《

挙
痴

叢
％
）
．

厨
ブ

イ
．

々

淋

〆

従
ク

て．

こ

払
13
．

ー
ー

で

亟
♪

下
ヴ
」

＞

z
好

う．

斯
φ

ゐ

・

・

と

を

耳
侭

す
冶

z
．

衆
φ

．

諸
穫
の

姿
μ

頑
ろ
レ

っ

む
つ

炉

し

い

」

く

と

の

か

棗
づ、

μ
ゐ

の

で

乃
ろ．

　

好
お．

　

　

の
ハ

不

ハ

ヅ

渉

ク

肇
評

15
　

尓
の

哩

羣
疾
‘

と

望

わ．

君

し

イ

　
疹
レ．

で
、

阿

表
f
乃

冶

と

ず
訴

ぱ，

ぞ

琳

15
戸
し

く
、

　

　ゾ
　
　
　
　
　
　

へ

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
の

毛
の

イ

あ

ろ
”

ら
／

イ

乃

ゐ

　
メ

エ
．

ゆ
ω

ω
三

窺
〆

彦
ケ

レ

て．

9
・

わ
の

力

肖

巽
屯

疹
味
し

て

み

苑，

げ

遮

ガ

千，

寛、

今、

も
φ

が、

オ

管
，

霊
し

て
U

ゐ

め

で

あ

ゐ
．

Y
ゑ
「

．
魯

吼冖
ψ

区

雌

タ

寿
レ

瀞

町

な

い
．

イ

ミ

で
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
銘

は
，

ζ

ζ

κ

惇
で

よ

け

で

巧
乃

ラ．

云
，

ず
で

カ
で

く
．

ζ

訳

13
．

．

米
L

の

ケ

ギ
f

珍
〃

．

炉
、

〜

迅
κ

ク

p

て

μ

よ

く

蓄

及

マ

れ

イ

の

ろ
φ

で．

今

π

寵
瞬
卿

須
晴
κ

従
う
こ

と

κ

す
ゐ

。

　
さ
て
、

・

・

の

ω

休

竹
島
せ

し

乃

得
イ

う
が

毛

の

18
メ

ム

φ

如
く

で

あ

や．

が
、

出
κ

4
だ

接
彳
φ

残
ラ．
炉

乃
う
，

イ

ボ

夙

彳

り

具
陸
例
K

口
下

蘯．
L
暫
ρ

の

で
、

果
し

イ

〜

く
で

宜
し

い

め

バ
、

或
“

σ

次
の

ω
k

八

冶

η

い
、

勃
抵
孑
る

毛

の

で

あ

ゐ
．

々

0
中

ゴ
、

　

　

◎
友

菱
　
イ
ヴ

ガ

ゥ

　
朋
嵐

擁

16
、

〜

ζ

で

炉

何
で

乃

ろ

ラ
炉

ど

辱
わ

迅

る
．

〜

れ
を

封
撰
す
孤

腐

〃

封
撰
詢

覆

豼
的
と

云

力

ろ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

耄
の

沸
猛
漢
諺
と

辱
し

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
々
〃

中
μ

ぱ

な

胸
挿
の

疹
ー
で

Z
べ

索

炉
く

μ
，

払
φ

実
例
皇

塑
7
ゐ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〜

淋

ウ
ー4．

如

κ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
歩

む
ヴ

＜

々

那

髫
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佑
ー

て、

ミ
≧

κ、

ゆ

o
ノ

頚
幺

ム
で

ゐ

ミ

と

と

し

瓦

の

1

覧
承
に

岳
の

如
4

で
乃

ゐ。

 

義
θ

秀
0

髣
胡

θ

β
虔

 
杉

勃

＠

有
耳

 
淫
ケ

＠
幻

笑

の
印

夙

 

蘯
＠

覈
イ

ト

ウ

イ

ケ

イ
ゴ

イ
ト・

4
ウ

ト

ヴ

イ
ヴ

が

ク

イ
ム

キ

ハ

ク
七

ヴ

バ

ク

メ

ン

ハ

ウ

タ
ウ

ハ

ヴ

∫

ン

陰
陽

葬
痛
穿

人

鵆
押

武
勇
也

人

祷
評

糂
抑

北
労妾

抑

神
払

鬘
 

琴

言
諸
褝

朔
昏
ケ

轟
鍛

却

人

揖
舒

法

繁
押

左

訴

　

　

　
杉
倶

闘
し

イ
、

多
ケ
φ

片
妬
屯

麺
坑

牽
畜
κ

16
．

既
κ

鋳

写．

鋲
詳

．
炉

痔
す
ゐ
・

三
β

明
ら
炉

で

あ

ゐ
（

佐

藤
｝
N
お
埠
ナ

等
の

指
揃
）

．

看

訴

18
．

多
面
の

哲

で

毛，

，

循
椡
し

徐
4

、

．

瘤
41

穿
ン

レ

（

↓
、

−

姓
殊

イ

ン

列
ツ
」

（

イ
4

筆
と

死
力
乃

も

切

で

あ
ゐ，

看

琳

蘇．

そ

の

掾
』

ナ

ψ

壕
〆

掛

げ

与
叭

る
こ

と

も

あ

ラ

碍
5
・

入

　

杉

で
ー6，

 
．

異
刎
L

の

肇
討

．

或
ρ

”．

．

相
」

で
ぱ

鄭

い

い
、

と

P

ー．
い

炉

享
で

乃
な，

て

寡
鵜
レ

な
ら
隔

峨

托

蠡
で

あ

ろ
．

し

ψ

レ．

く

の

哲
属
の

−

傷
輝
し

〆

13．

渉
復

出
K 、

，

蘇
湧

リ

ン

ザ

ィ
し

〔

災

異
ケ
4
、

．

玄
餌

ト
ヴ

タ
ン

レ

ハ

ト
壅
ヶ
ゾ

等
の

不

明
の

諺、
炉

あ

な

φ

ぐ，

・

・

の

．

呉
桐
し

φ

藷

鉾

13
疹
定

歩
束
好

p
．

仮
令．

々
卯

．

雰
8 ー
レ

φ

膿
頑
4

ヶ
  、

河
様
μ

し

く
．

，

爾
」

μ

歪
挟
し

イ

弔、
・

鞏．

孱
評
ψ

穿
κ

に

払
ー6

楽
払

射
妲

で

巧
ゐ

φ

で、

何
と

ψ

を
気
味
σ

ψ
で

乃
々。

　

同
ゼ

ぞ
亨
晴
に

巧
る

も
の

と

し

て

匿
、

啓

μ、

◎
．

毳
し

つ

蕨
須．

＠
−

ぢ

剄
匹

の

像
頑，
い

乃
々

〜

迅

ウ
ー68

淋

ぐ

れ
．

．

政
」

〔

2
詫

イ

許
」

）

、

　
可

鱆
」

Y

な

誕

炉、

そ

迅

厄

解
沃
ぞ

訴
イ

し

4・
フ
・

、

と

κ

ぢ

る
．

　

ζ
の

修
に

16、

次
の

炉

3
ミ

と．
い

考
カ

ウ
メ
る

．

例
ゐ

ガ
．

 

．

差
ケ
」

信
．

訓
沈
‘

て、

看

φ

火

穿
讎

今

ゐ
バ．

〜

訴

”

蓁
し

て
，

ω

κ

入

外
痔
る

い

否
い

．

托
藻
揚

．

蓼
」

ど

∬
〜

必

膩

ず

庭

少
し

く

趣
を

異
κ

ー

そ

ラ
で

乃
ゐ

．

々

し

イ
．

、

肇
異
分
」

κ

属
ず
ゐ．

 
，

臍

俘
♂
ば．

峯
耆
で

ー

ト
壬

ヲ
ハ

ナ

〃
L

と

訓
蛎
−

て

P

る

卵
．

〜

迷

だ
、

く
φ

徐
項
φ

裏
の

・
ラ

ー3

麁
L

て

り

ゐ．

か

も

4

に
，

，

、

の

字
と，

−

莞

 
π

瓦
「

紅

い．

ド
．

彼
ム

で
も
，

佐

寡
釈
支

場
で

孟
ヵ

七

ゐ
・
・

∠

も

乃
乃

φ
で
．

ζ

く

で
、

彳

♪

訓
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ん
で

｛

牙
理
い

ら

ぬ
・・

と

と

15
暫

ゐ．

し

炉

し

τ，
か

ラ．

そ

ラ
し

く

し

曽

ワ

《

16
．

炎
μ
，

く

ζ

の

飾
河
の

寡
雰
穆

 
κ

す
る

〆

歪

る
ψ

ゴ

乃
ゐ

．

帥
ヲ
、

〜

ζ

仔．

　

　
・

放

逼

人

揖
群
放

露
窃

ホ

シ

マ

で

　
・

放
挺

阿

ぷ

　

　
ン

4
マ

・

放

慮

阿

ハ

ナ

〃

ト

毛

ヲ

と

扈
紘
し

て
、

ぐ

9
♪

看
σ

雲
貞

ゐ

ミ

z
望

弟
す
所
で

乃

々
．

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
つ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　ド

従
ワ

て．

．

整
轡
偉

当
広
ぞ

κ

ー

述
シ
イ

4
」

で

あ
ら

れ

”

な

ウ

有
け．

々

迅

嬬

つ

才

フ、

別
拷
で

κ．

．

鵬
仏

々
L

で

の

フ
、

、

據
編
」

で

巧
つ

く，

不

属
μ

‘

て

放

雛
啓

ゐ

綴
毫
云

ラ

ψ
で

巧

ゐ．　

と

な

訴

ガ
、

〜

訴
κ
．

て

婆
場
」

で

β

乃
．

ミ
φ

阿
豸
肩

挨
の

移
淡

診
の

夢
が

邦
と

レ

て
，

牽
寿
0
θ．
炉

歩

素
レ

詫
ミ

∠

13
確
炉

f
巧

ろ．

“
，

・

・

ζ

言

で
扮

丁
て

ψ
、

〜

迅
バ

炉
鮒

で

乃
ゐ
ガ

看

ゼ

外

μ
，

確
が
〆

ぢ

い
．

　

 
弓

可

覆
」

κ

し

イ

も．

く

迅
“

葬

列
診
で

拶
ろ

故
μ．

既

丘
の

如
く

κ

蘿
わ

訴

ゐ

げ
溢
ゼ

毛
，

耒
庸

・

こ
・

で
15．

房
力

得
な

Pf

捗
ゐ

｛
カ

で

拶

る．

　

六
凡．

〜

ん

τ

と

ζ

ろ

で

乃
イ
々

。

才

で、

案
学

霧
の

ー

イ
」

．

”

」

「

ハ

」

彡

篇
津
吻

髭
豪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

葬

押
κ

お
げ

る
”

字

身
添
珍
を
．

そ
の

非
紘
瘰
諺
と

P

，

彿
ム

や
ラ

茄
ρ

歩
レ

夊

全
貌
畑．

送

工

φ

如
く

で

乃
φ

．

々
し

イ
．

牽
痴
妖

鑄
的
κ

だ
，

、

丶

φ

彳
で，

ω

17
画
題
x
し

イ

貿
係
4
琳

ゐ
〆

、

々

訴

鼠
」

夘

の

四
ω

ρ
ぱ，

ま．

す
μ

炉

痢
宏
の

↓
φ

で

13

げ
P

炉

と

ぜ

ん

と

す
る
の

で

あ
ゐ．

つ

望
♪
準
漢
診
f
乃
る．

　
々

切

髯
4

彦
分

κ

は．

で
衆

郭
φ

払
ヤ
ψ

威
う

立
ち

痔
乃

で

乃
ろ
，．

々
ー

イ
、

諺
侭

琳
ワ

て

播．

”

室
砂

姓
猪
噸

打

す
る

々

の

φ

％
じ

で

ρ

ゐ
で

乃
ろ

ラ
．

し

炉

レ
．

く

く
で

け
．

仮
ラ

κ、

ち
の

炉

3
ヶ

躓
楓

従
フ

く

〃

窪

の

で

の
る．

換
ぢ

す
訴

ば
、

躯

厨

歩
の

籌
諺
の

乃
ウ
芳

皀．

々

訴
で

送

て

兆
種．

穿
窪
し

よ

ラ
と

し

貢

り
で

拶
ゐ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〜

翼

15．

当

該

蓼
甚
く

’

揃

ザ
ヶ

の

↓

の

で
し

炉

盲

い

己

炉

レ
，

々
の

質
的
な

衝
f13

．

凡
8
旁

ゐ

痔
ゐ

全
雌
醐

暫

ψ

ψ

誓

覆
つ
イ

ロ

る

の
で

に

な
ρ

ろ

う
い

．

若
し

払
フ
x
せ

ガ．

像

夙

イ
9

義
砕

胡
κ

μ
げ

る

画
剃
蒲
’

，

弦
庚
し

て，

ξ
の

齋
休

舜

錘
ゴ

迅

ろ

垂
め

画
麺
侭

盈
み

碍
る

こ

ヒ

と

σ

ゐ
。

〜

迅

膩．

せ

絎

タ
峰

的
κ

‘，

言
免

兎
埓
的
κ

唾

勉
用
ご

メ
｛．

暴
玄
ず
ゐ
ン

く

ろ
．

我
“

国
呂

脚

げ

ろ

簍
鎗
り

舛
フ
嶽
あ
闇
用

明
鉢

賓
す
ゐ
・

、

Z
多
夫

で

の

ろ・
フ

と

亦
わ

迅

ろ
φ．
イ

乃
ゐ

．

本
衡
娃
　
々
う

17

）

寥
顧

完
ψ
1

翼一

身
ラ
こ

と
仁

日
撹

す．

看
ψ
ノ

．
抵
痾
で
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彦
ゐ

　

ξ
ぞ

ゼ

弓

穆
々

望

穿
が

秀

カ

ウ
脈
が ，

々

琳
μ、

な

鋼

未

瑳

⊥

不
炭r

定
セ

し

て

止
雰
絢
で

誹
伊

し

衣
島　
佐
 

例
切

歳川
粥尸
し

募
κ
、

か

7
彼［
匹

蒋
弓

越
ー

イ．

次
ψ

歙
会
宅

覇
衆

冫
と

婚
い，

こ

碁

13
く

以

ギ

以

て

冨
’

櫛
笨
す
ゐ

こ

と

と

す
る。

〈

註
〉

の

事
循
9

檬
題
を、

，

和

剤

嫁
6

学
脅
鯵
」

と

し

汽

φ

ー8、

．

　

簍
占

〆

μ

づ

仮

弥
で

乃
乃

字
、

肖

各

キ

説
朋
的

で

巧

　

　
ゐ

労
力

琶

襍
つ

声

才
で
μ

繋
い

，

　
 

払
o

釋
す
ゐ

と

ミ

ろ
で

に．

所
河

漢
診
を

調
で

ゐ
κ

15．

　

通
劣．

〜

ち

与
り

｛

の
で

ば
．

漢
勉
衣

拜
募．

侭
工

4

も
の

　
　

f

”
、

猟
ダ

懇
府

等
尻

承
る
と

辱

廴

々

遜

を
ζ
く

で

16、

　

　
可

劣
髪
的
KL

と

云

，
．

な

κ

箆
鮒
候

κ．

訂

窄

虜
診
六

　

絆
襲

や．

鍾
籏

箸
拓．

莠
何
堤

彳
を

衝
く

ζ

と

も

含

の
イ

　

　
い

ゐ．

 
、

拝
痴
L15

、

新
潮
厨
診

痔
募
κ
．

、

葬
煽
し

の

宛
字
と

云

　

　
ラ．

疹
し

イ

）

な

迅

ガ
，

閲一
題
外
z13

な

ゐ
．

L
ψ

レ、

払

　

　
κ

15

糸
だ

々
9

確
修

を
5．
い

故
候
，

〜

く
外

讎

稗
，

山

ザ

た
．

　

　
〜

の

夙
例
卩

ケ．

川

得
て

い

暫

い
．

も
葉
学

移
で

κ
，

〜
れ

　

が、

−

拝
謁
」

．

埠
扼
」

と

続
い

て

払
力，

，
・

の

稼
酋
κ

13

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
●

　
多

友
φ

み
ゴ、

背
静
↓、

註
話

て

7
糸
彳

遜

く

− −

ぞ

い

　
ど

玄

フ

て
．

を

ポ
〆

直
ち

κ
．

新
湖
画

診
諺
募
〃

云

ラ

〆

炉

　

孕

κ

暫

ろ
X
μ

μ
ウ

な

い
．

本
委
κ

κ
．

々
”

’

ラ

κ
、

直

　

前
4
と

15．
別
措
で

あ
ナ
暫
。

い

ら，

殺
弦

払
4

診
物

出
κ

見
力

　

ゐ
ゲ
・
ラ

で

あ
る．

 
−

景

霎
」

讎

，

断

斎

首
払
」

外

率

ゐ．

引
剤
催．

七

客

　

倖
脅
φ

’

句
で

乃
る

．

 
こ

の

．

酌
ケ
L

μ．

註
 
で

循
禰
レ

牝

千
切

9
’

例
で，

ζ

　
〜

ー513

何
の

茸
拓
Ψ

傍
い

｛
φ

で

珍
々．

 
殖
渓
諺
κ
．

．

蒙
レ

，
い

乃

看．

〜

誕

μ、
・

溪
鰺

翼
κ
．

　

次
り

如
∠

に

云
・
λ

　

　
順
崎

髪一
彡

障
≠

　
汐
士
¶

φ

 
 
κ．

气

々

ケ
と

〜

ろ
κ

觚
駕
ρ

す
ゐ

も

φ
で

乃
る

　

　の
　
　
　
　
　

も

　

　
ψ

克

力

う
鯉

 
4
舜

務

蝋
−

湯
膚
廊
掾

、

漢
廴

無
釈
κ

，
げ

る

露
柔
の

剃

囲

　

　
　

　

　
　

き
　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　ほ
　
　
　も

＠

画
か

κ
．

〜

0
耀
〆

つ

7

髪
μ

　
こ

淑

18．

耳

立
ク

こ

　

z，
加
匪
タ
っ

良
〜

と
．

汽

6

奏
炉

ラ．

非

雌
も

費
，

ひ

籟
ロ

吻

て

　

裏
弥
ガ
．

μ
ゴ

レ

ロ
．

4

穿．

鼕
4

承
ゐ
轡

φ
ぞ

あ
る

、

従
っ

イ
．

次
o

，

楚
」

メ

ヂ

κ
．

メ
‘

イ

誉
の
禽
・・

と

で
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